
参加無料

2021年11月26日（金） 15：00～16：40

開催方法
WEBセミナー

（Zoomウェビナー）

プログラム
(詳細裏面)

定員 100名（先着）

お申込方法

公益財団法人 川崎市産業振興財団 事業推進課
【電話受付時間】平日の8：30～17：15 電話 044-548-4102

主催・共催
講演企業

主催：株式会社横浜銀行／共催：公益財団法人川崎市産業振興財団
講演企業：株式会社アイネット・株式会社オービックビジネスコンサルタント

以下のURLまたはQRコードの申込フォームから、必要情報を入力してお申し込みください。
申込受付後に、セミナー参加用の招待URLが記載されたメールをお送りします。

※ご入力いただいた情報は、本セミナーの運営および株式会社横浜銀行・公益財団法人
川崎市産業振興財団・株式会社アイネット・株式会社オービックビジネスコンサルタント
のサービスのご案内をおこなう目的で利用する場合がありますので、ご了承ください。

※パソコン・スマートフォンより無料で参加できます。インターネット接続にかかる通信料等は
お客さまのご負担となります。

※お客さまの閲覧環境やネットワークの状態によっては再生されない場合があります。
※QRコードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。

https://forms.gle/x56r7wNfD1fcj3Gz5

お問い合わせ
先

日時

働き方改革の推進やコロナ禍を背景に、「テレワーク」はニューノーマルな働き方となりつつあります。

本セミナーでは、テレワークを実施するうえで特に多くの企業が懸念する「セキュリティ対策」「労務管理」につい

て、最新の実態や対策のポイントなどを紹介いたします。

また、テレワークを実施・検討されている会社さま向けに、川崎市産業振興会館（川崎市幸区）に8月末に

完成したばかりのテレワークスペース「SAKURA LABO」を案内いたします。

無料のWEBセミナーですので、少しでも興味のある方はお気軽にご参加ください。

【WEBセミナー】安心・効率的なテレワークをおこなうために

～セキュリティ・労働時間管理の注意点と運用方法～

15：00～15：05 「かわさき生産性向上支援スペース『SAKURA LABO』のご紹介」

15：05～15：50 「テレワーク実施時のセキュリティ面のリスク
/セキュリティ製品を選定するうえでの重要なポイント」

15：50～16：40 「テレワークを武器にする労務戦略 その導入ポイントと基盤づくり」
「テレワークを支援するクラウド型勤怠管理システムのご紹介」



イントロダクション（15：00～15：05）

かわさき生産性向上支援スペース『SAKURA LABO』のご紹介

第1部（15：05～15：50）

第2部（15：50～16：40）

公益財団法人川崎市産業振興財団
産業支援部 事業推進課長 酒井 賢二 氏

テレワーク実施時のセキュリティ面のリスク/セキュリティ製品を選定するうえでの重要
なポイント

株式会社アイネット DX本部 業務統括部 セールスサポート室 内海 章裕 氏

川崎市産業振興財団ではこのたび、テレワークやオンライン会議等を実施できる場所と

して、中小企業をはじめ広く市民の方にご利用いただける「SAKURA LABO」を開設し

ました。地域の皆さまの生産性向上・働き方改革に貢献すべく「SAKURA LABO」での

取組みについて紹介いたします。

新型コロナウイルスやDX（デジタルトランスフォーメーション）の加速を背景に、働き方も大きく変革を見せてお

り、特にテレワークは多くの企業で導入が進められています。従業員側・企業側双方にメリットがある一方で、

企業側は情報漏えいなどセキュリティ面でのリスクに対してさまざまな準備を講じる必要があります。

今回のセミナーでは、テレワークに潜むセキュリティリスクとその対策について紹介いたします。

プログラム内容

社会保険労務士法人workup 代表・社会保険労務士 内野 光明 氏

テレワークを支援するクラウド型勤怠管理システムのご紹介

株式会社オービックビジネスコンサルタント 営業本部広域営業部横浜支店 高尾 龍二 氏

テレワーク対応を支援する勤怠管理やメンタルヘルスケアに役立つクラウド型システムの概要を紹介いたします。

ポストコロナ時代において必要不可欠となったテレワーク。このほど政府はテレワークガイドラインを改定し、労働

時間の柔軟な取り扱い、労働時間の把握、中抜け時間などについて言及し、テレワーク下の労働時間管理の

あるべき方向性を示しております。導入・運用時には、ガイドラインを確認のうえ就業規則の変更等の対策をとり、

盤石な労務管理が求められます。今回のセミナーでは、このような観点からテレワークをめぐる労働時間について

解説いたします。テレワークという新しい労務管理に臆せずに取り組めるようアシストしていきます。

―会社を飛躍させる労務管理―
テレワークを武器にする労務戦略 その導入ポイントと基盤づくり


